
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海大学 

 

教 員 氏 名   紙谷 聡英 

取 得 学 位   博士 （理学） 

現在の身分  教授 

（役職名） 

専 門 分 野   細胞生物学 肝臓生物学 病態モデル動物 

現在の研究課題  幹細胞を用いた難治性肝疾患の新規治療法の開発 

所 属 学 会   肝細胞研究会、日本再生医療学会、日本肝臓学会 

 

研究内容 

 

肝臓は生体のホメオスタシスを司る重要な機能を果たしており、その機能が障害されることで重篤な疾患につ

ながる。肝炎ウイルス等の感染やアルコールの過剰摂取、脂質等の代謝異常による脂肪肝は肝臓における持

続的な炎症状態（慢性肝炎）の原因となり、やがて肝硬変、肝癌といった致死的な病気へと進行する。このよう

な終末期肝疾患に対する根治療法とは、現在のところ肝臓移植のみが有効な治療法である。肝臓は固形臓

器としては特徴的な高い再生能を持ち、全体の 70%を切除しても残りの部分が増殖・再生することで約 1 週

間程度で元の大きさを取り戻す。しかし、慢性肝炎等を起こした肝臓では持続的な細胞の破壊と再生が繰り

返されることで再生能力が破綻し、肝臓に線維芽細胞や細胞外マトリクスが沈着する肝硬変や肝癌等の重

篤な肝疾患を引き起こす。 

胎児や大人の肝臓には、肝臓を構成する機能細胞（肝細胞および胆管細胞）への分化能を持つ肝前駆

細胞が存在し、発生が進むにつれて成熟した肝機能を獲得していく。我々は肝細胞の発生過程における遺伝

子の発現パターンの変化を詳細に解析することで、肝前駆細胞の成熟化を促進する新規因子を複数同定し

解析を進めている。その一つである Bcl6 は肝臓の薬物代謝や脂質代謝を制御する中心的な転写調節因子

である。当研究室では、肝臓特異的 Bcl6 欠損マウスを解析することで、Bcl6 が肝臓における薬物・脂質代謝

の雌雄差を制御するとともに、脂肪肝炎における雌雄での病態の違いを制御し、脂肪肝炎の重篤化（肝癌の

進行）に深く関与することを見出している。このように、幹細胞生物学とゲノム編集を含めた動物モデルを組み合

わせることで、肝臓における疾患メカニズムの理解につなげる。 
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